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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月15日(2013.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線治療を受ける患者の皮膚に接着する基材、および該基材によって支持され、放射
線の照射を受けると酸化状態が変化する蛍燐光体を有することを特徴とする放射線線量測
定パッチ。
【請求項２】
　前記基材が可撓性である請求項１に記載の放射線線量測定パッチ。
【請求項３】
　前記パッチが一つかそれ以上のロケーターマーキングを有する請求項１または２に記載
の放射線線量測定パッチ。
【請求項４】
　前記パッチがひとつかそれ以上のバーコードマーキングを有する請求項１～３のいずれ
か１項に記載の放射線線量測定パッチ。
【請求項５】
　放射線治療の照射放射線に反応して前記蛍燐光体の酸化状態が変化し、該治療の該照射
放射線線量を記録する請求項１～４のいずれか１項に記載の放射線線量測定パッチ。
【請求項６】
　前記蛍燐光体が、前記治療の前記照射放射線線量の分布を記録する請求項５に記載の放
射線線量測定パッチ。
【請求項７】
　放射線治療中患者の放射線被曝をモニタリングする方法であって、該患者の放射線照射
側の所定位置において少なくとも一つの蛍燐光体パッチを該患者の皮膚に貼り付けること
からなり、このさいに該蛍燐光体パッチとして、基材と、そしてこの基材によって支持さ
れ、放射線を照射すると酸化状態が変化する蛍燐光体とからなるパッチを使用し、そして
さらに該蛍燐光体の刺激および蛍燐光体反応の検出によって該蛍燐光体パッチの該蛍燐光
体を参照することを含むことを特徴とする上記モニタリング方法。
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【請求項８】
　前記少なくとも一つの蛍燐光体パッチが複数の蛍燐光体位置を含み、そして前記参照が
前記複数の蛍燐光体位置を参照し、放射線被曝の分布を検出することを含む請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記複数の蛍燐光体位置を離散的な蛍燐光体領域によって形成する請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記複数の蛍燐光体位置が独立した一つの蛍燐光体領域内にある請求項８に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記参照が前記複数の蛍燐光体位置の同時刺激、および前記複数の蛍燐光体位置の前記
蛍燐光体反応のイメージの取り込みからなる請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記参照が、可動の参照ヘッドによって前記複数の蛍燐光体領域を個別に参照すること
からなる請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記可動の参照処理ヘッドが、蛍燐光体領域に対する前記参照ヘッドの目的位置を表示
するインジケーターを有する請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　放射線治療において患者の放射線被曝を検出するさいに使用する放射線線量測定プロー
ブであって、該プローブの一部に設けた放射線検出蛍燐光体、および該蛍燐光体を目的の
位置に案内する手段を備えたプローブ本体を有することを特徴とする放射線線量測定プロ
ーブ。
【請求項１５】
　放射線治療中患者の放射線被曝をモニタリングする方法であって、放射線線量測定プロ
ーブの一部に放射線検出蛍燐光体を形成した放射線線量測定プローブおよび該蛍燐光体を
案内する手段を有するプローブ本体を準備し、前記患者の放射線治療位置に近接して前記
蛍燐光体が設けられるように前記プローブを案内し、そして前記蛍燐光体の刺激および蛍
燐光体反応の検出を行うことによって前記蛍燐光体を参照することからなることを特徴と
する該モニタリング方法。
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